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学術研究の動向

ラクダ遊牧民 ソマ リ族の生活

池 谷 和 信

1.　 は じめ に

畜を実施 して隣接民族 との間に闘争を起 こしてい

るのかを報告する.

　 ソマ リ族は,「 アフリカの角」と呼ばれ る東 アフ

リカのソマ リア,ジ プチ,エ チオピア東部,ケ ニ

ア北東部 などの半乾燥地帯に住み,東 クシ系のソ

マ リ語 を使用する.彼 らはブッシュの中でラクダ

やウシを中心に飼養する遊牧生活 を営むほかに,

家畜や物資の運搬業や家畜商 に従事す る人 も多

い.

　 しかし近年,ソ マ リ族内の氏族間の闘争によっ

てソマリア国内は無政府状態 とな り,外 国からの

援助物資が武装 した追いはぎに奪われた り,約90

万人近い難民がケニアやエチオ ピアなどの国外へ

移住 しているといわれ る.こ のため,ナ イロビや

ソマ リア との国境 に近い町 リボイなどでは難民の

数が増加 して,食 糧や衛生上の問題が生じている

のが現状である.

　筆者は,ソ マリ族の牧畜経済 と国家 とのかかわ

りあいを研究テーマにして適切 な調査地 を捜 し求

めたが,4か 国にまたがるソマ リの居住域での治

安 は良いわけではな く,長 期の滞在をすることが

できなかった.そ のため,悪 い治安の一側面を示

す と思われる彼 らの略奪行動の把握を中心テーマ

にすることにした.

　筆者は,ケ ニア共和国北東州ガ リサ地区に調査

地 を設けて(図1),1991年5月,10月,1992年

1月,2月,3月 と通算5回,の べ1か 月にわた

りソ マ リ族 の氏 族 の一 つ で あ るア ブダ ラー

(Abdalla)の キャンプに住み込み,人 と家畜 との

関係の観察 と聞き取 りに費や した.本 稿では,乾

燥地域 に広 くみ られる旱魅によって,隣 接する民

族が認知 しているテリトリーに家畜群を移動させ

ざるを得なくなったソマ リが,ど のような移動牧

2.調 査地 の概観

　 ケニ アの北 東州 は平 坦地が つづ き,高 さ数mか

ら2mの 灌 木 に広 く覆わ れて いる.州 の西端 を流

れ る タ ナ川 沿 い に 限 って は,幅4～5kmに わ

た って樹 高10～15mの 河 辺林 が 発達 してお り,

そ こにはキ リン,シ マ ウマ,ダ チ ョウ,ゲ レノブ

(シ カの一種)な どの野生 動物が生 息 して いる.キ

リン とラクダがア カシアの葉 を食 用に して共存 す

る地域 としては世界的 に も珍 しい.

　 毎 年,同 一地 点で の降雨 が み られない点が,乾

燥地域 で の降雨 の特性 として挙 げ られ る.1983年

か ら1987年 まで,そ して1991年 の ガ リサ タウ ン

での年降水量 は,117mm,618　 mm,151　 mm,227

mm,178　 mm,そ して311.4mmと 年 変化が大 き

い.ま た各月別 の降水量 では,4月 が最大 で12月

図1　 ソマリ族の分布と調査地

　 斜線はソマリの分布域を示す.
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クリニックが,10年 前にコロコラ村 とナニギ村,

3年 前にクムゼ村ののべ3村 落 に建設 された.現

在これらの村は,遊 動生活をしていたソマ リの一一

部が道路の両側に家を建設 した結果,集 村の景観

を呈するようになった.

　 1979年 のセンサスによると,北 東州ガ リサ地区

には12万8千 人の人々が4万4千km2に 生活 し

てお り,人 口密度は3人 を示す.そ の後1988年 の

人 口総数は約22万 人,人 口密度5人 となるなど,

およそ10年 の問に大幅 に増加 しているが,全 就業

者の81%が 伝統的な遊牧生活に従事する.

図2　 ガリサにおける月別降水量

　　 (ケニア気象庁の観測データより)

が次につづき,1991年3月,7月 も多い(図2).

　北東州の住民の大部分を占めるソマ リは,1900

年前後にメネリクニ世によるエチオピア帝国の成

立の際に,家 畜 を奪われた り戦争捕虜 になった り

して大きな打撃 を受けたオガデン地域(エ チオピ

ア東部)か ら,ソ マ リア南部 を通過 してケニア北

東部に移住 してきた人々である.北 東州内には,

デゴディア,ア ウリハン,ア ブドゥワク,ア ブダ

ラーなどの各々のソマ リの氏族がおおよそ住み分

けて分布 し,宗 教心の強い といわれるアシュラフ

が各氏族の中に点在する.

　ソマリの分布 は,北 から南にか けてガレー族,

ボラナ族,オ ルマ族などの同 じクシ系のウシを中

心に飼養する牧畜民 との間 に境界 を形成 してい

る.そ してソマリが彼 らのテ リトリー内に移動 し

て家畜を盗んだ り,そ の後 に居座 ることが原因の
一つとなって

,民 族間の闘争が生 じているところ

がみられる.

　北東州ガリサ地区の西側 と海岸州タナリバー地

区との境界を流れるタナ川沿いには(図3),ガ リ

サタウンやブラ村落の他 には商品用のバナナを生

産するバ ンツー系のポコモ族の農村 を除いて定住

集落は存在 しなかった.1980年 頃になるとケニア

政府の定住化政策が浸透 して,そ の一部は日本の

天理教からの資金や人材の援助によって小学校や

　 3.移 動 牧 畜 の生活

　 ソマリの居住様式には二つの居住地があり,家

族がいっしょに住みヤギ ・ヒツジが管理される集

落 とラクダ放牧のためのキャンプという二分居住

形態が指摘されてきた.し かし,家 畜キャンプの

中にウシキャンプも加える必要があり,ヤ ギ ・ヒ

ツジの混群やラクダ群がラクダキャンプ と集落 と

に分散 して置かれることもある.

　 1992年1月 にすべての成員 と家畜がかれ川の

近 くに集 まった時のキャンプ構成物の配置 を示

す.ド ーム型の5軒 の家屋がタナ川沿いに自生す

るヤシの葉 と草でおおわれている(写真1).そ の

他に木の棚でできたラクダ,ウ シ,ヤ ギ ・ヒツジ

の家畜囲いが一か所ずつみられる.ラ クダの場合

は,ラ クダ囲いの中に子ラクダが入れられる一角

があ り,ヤ ギの場合は,所 有別に二つに分けられ

た子ヤギの囲いは,ヤ ギ ・ヒツジの混群の囲い と

写真1　 遊牧ソマリの家屋
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写真2　 キャンプにおけるヤギ ・ヒツジの混群 写真3　 2人 の男姓によるラクダの搾乳

は別に設 けられている(写 真2).

　同 じラクダで も泌乳ラクダ,種 オスラクダ,仔

ラクダは男性によって管理 され,駄 用ラクダは女

性 によって管理される.

　駄用ラクダは,夜 中じゅう両足をロープで木 に

しば りつけられていて,キ ャンプ内におかれるが,

日中はキャンプの近 くで牧夫の付添いなしに採食

する.ま た,人 工プールやタナ川などへの1～2

日おきの水 くみの際 には,荷 役用に使われる.

　 ウシやヤギ ・ヒツジは,一 般的には午前7時 よ

り午後6時 まで放牧 される一方で,午 前8時 から

午後9時 まで8歳 か ら16歳 にかけての若者の男

性によって,ラ クダの 日帰 り放牧がおこなわれる.

ラクダは高 さlm以 下か ら2mま での灌木の葉

を採食するので,タ ナ川より6～7km離 れた灌

木地帯が放牧地 となっている.同 じクシ系のレン

ディーレのラクダは,10～15日 に1回 の割合で給

水されるといわれるが,ガ リサのソマ リは2日 に

1回 の割でラクダに給水がなされる.

　放牧が終了すると,仔 ラクダは親ラクダと引き

離すためにラクダ囲いの一角に集め られる.翌朝,

6時 から7時 までの間に仔 ラクダが1頭 ずつ外へ

出された後に,親 ラクダの搾乳がなされる.2人

の男性が同時に1個 の容器 を使って1頭 のラクダ

か ら約500m1の ミルクをしぼ り,11頭 のラクダ

か らのべ約61の ミルクを集める(写 真3).

　筆者が対象にした3世 帯 は,約10年 前に建設 さ

れた学校やクリニックのある定住集落の周辺部 を

短距離移動するキャンプ④,ガ リサタウンからブ

ラ村落 までの約80kmの 範囲の中で長距離移動

をするキャンプ⑧,そ してキャンプ◎ とに分かれ

る(図3).

　移動ルー トでは,キ ャンプの位置がタナ川より

離れることは少なく,ガ リサタウンに乳を供給す

る集乳圏内におさまっている.これは人工プール,

タナ川の支流 となるワジの川底 を数mに わたっ

て掘 る井戸,タ ナ川の水な どと各時期で異なる水

源の場所 と,ミ ルクの販売先 となる村や町 とキャ

ンプとの距離に起因 しているためと考えられる.

　移動の際に,人 間集団とラクダ,ウ シ,ヤ ギ ・

ヒツジの三つの家畜キャンプ との組み合わせが分

離 した り集合 している状況が常にみられる(写 真

4).例 えばキャンプ◎では,図3中Aか らBへ は

数頭の泌乳ラクダと駄用ラクダ以外のラクダを移

動させておいた後 に,人 々はラクダキャンプに合

流する.そ の後,Bか らEま では人 と家畜が集合

していたが,1992年1月 にウシキャンプのみが別

れる.そ して同年2月 にEか らF1,　Eか らF2へ と
一つのキャンプの成員を二つの集団に

,家 畜群を

ラクダキャンプとウシ,ヤ ギ ・ヒツジキャンプに

分離 して移動する.さ らに,同 年3月F2に おいて

ウシキャンプ(G2)の みが分裂するが,次 章で述

べる略奪の被害を受 けそこねてG1へ ひきかえす.

またキャンプ⑧で もタナ川沿いに南下 した後に,

例年に比べて降雨の少ない3月 にタナ川 を渡 りオ

ルマ側へ移動している.一 方,キ ャンプ④では,

販売用のミルクをとる泌乳ラクダをコロコラ村の

近 くの集落にお く一方で,ラ クダ群の放牧地 とな

るブラ村落の近 くにラクダ ・ヤギキャンプをつ く

りオルマ側への移動はみられない.
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